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(57)【要約】
焼き付きが低減された液晶表示装置を提供する。一対の
基板と、上記一対の基板間に挟持された液晶層とを備え
る液晶表示装置であって、上記一対の基板の少なくとも
一方は、配向膜、及び、該配向膜上に重合体層を有し、
上記重合体層は、２種類以上の重合性モノマーをモノマ
ー単位とする重合体で構成されており、上記２種類以上
の重合性モノマーは、ある特定の多官能モノマー及び単
官能モノマーからなる群より選択される少なくとも２種
類のモノマーを含む液晶表示装置である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
一対の基板と、該一対の基板間に挟持された液晶層とを備える液晶表示装置であって、
該一対の基板の少なくとも一方は、配向膜、及び、該配向膜上に重合体層を有し、
該重合体層は、２種類以上の重合性モノマーをモノマー単位とする重合体で構成されてお
り、
該２種類以上の重合性モノマーは、下記一般式（Ｉ）：
Ｐ１－Ｓ１－Ａ１－（Ｚ１－Ａ２）ｎ－Ｓ２－Ｐ２　　　　（Ｉ）
（式中、Ｐ１及びＰ２は、同一若しくは異なるアクリレート基、メタクリレート基、アク
リルアミド基、メタクリルアミド基、ビニル基、ビニロキシ基又はエポキシ基を表す。Ａ
１及びＡ２は、１，４－フェニレン基、ナフタレン－２，６－ジイル基、アントラセン－
２，６－ジイル基又はフェナントレン－２，６－ジイル基を表す。Ｚ１は、ＣＯＯ、ＯＣ
Ｏ、Ｏ、ＣＯ、ＮＨＣＯ、ＣＯＮＨ若しくはＳ、又は、Ａ１とＡ２若しくはＡ２とＡ２と
が直接結合していることを表す。ｎは、０、１又は２である。Ｓ１及びＳ２は、同一若し
くは異なる（ＣＨ２）ｍ（１≦ｍ≦６）、（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｍ（１≦ｍ≦６）、又
は、Ｐ１とＡ１、Ａ１とＰ２若しくはＡ２とＰ２とが直接結合していることを表す。Ａ１

及びＡ２が有する水素原子は、ハロゲン基又はメチル基に置換されていてもよい。）
で表される多官能モノマー、及び、下記一般式（ＩＩ）：
Ｐ３－Ｓ３－Ａ３　　　　（ＩＩ）
（式中、Ｐ３は、アクリレート基、メタクリレート基、アクリルアミド基、メタクリルア
ミド基、ビニル基、ビニロキシ基又はエポキシ基を表す。Ａ３は、フェニル基、ビフェニ
ル基、ナフタレン基、アントラセン基又はフェナントレン基を表す。Ａ３が有する水素原
子は、ハロゲン基又はメチル基に置換されていてもよい。Ｓ３は、（ＣＨ２）ｍ（１≦ｍ
≦６）、（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｍ（１≦ｍ≦６）、又は、Ｐ３とＡ３とが直接結合して
いることを表す。）
で表される単官能モノマーからなる群より選択される少なくとも２種類のモノマーを含む
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記２種類以上の重合性モノマーの１つは、前記一般式（Ｉ）で表される多官能モノマー
であることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
前記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート基を表し、
前記Ｚ１は、Ａ１とＡ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し、
前記ｎは、０又は１である
ことを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記Ａ１は、１，４－フェニレン基を表すことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記
載の液晶表示装置。
【請求項５】
前記Ａ２は、１，４－フェニレン基を表すことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記
載の液晶表示装置。
【請求項６】
前記Ａ３は、フェニル基を表すことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
前記２種類以上の重合性モノマーは、２種類のみの重合性モノマーであることを特徴とす
る請求項１～６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、前記一般式（Ｉ）で表される多官能モノ
マーであることを特徴とする請求項７記載の液晶表示装置。
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【請求項９】
前記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、前記一般式（Ｉ）で表される多官能モノ
マーであり、
前記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート基を表し、
前記Ｚ１は、Ａ１とＡ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し、
前記ｎは、０又は１である
ことを特徴とする請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
前記２種類のみの重合性モノマーの一方は、Ａ１が１，４－フェニレン基の重合性モノマ
ーであり、
該Ａ１が１，４－フェニレン基の重合性モノマーは、もう一方の重合性モノマーよりも重
量比が大きい
ことを特徴とする請求項８又は９記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
前記一対の基板は、いずれも電極を有し、
該重合体層は、該電極を通じて液晶層に対して閾値以上の電圧が印加された状態での重合
反応で形成されたものである
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
前記配向膜は、ポリイミドを含む材料で構成されていることを特徴とする請求項１～１１
のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
前記ポリイミドは、光反応性官能基を含む側鎖を有することを特徴とする請求項１２記載
の液晶表示装置。
【請求項１４】
前記配向膜は、ポリアミドを含む材料で構成されていることを特徴とする請求項１～１１
のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
前記ポリアミドは、光反応性官能基を含む側鎖を有することを特徴とする請求項１４記載
の液晶表示装置。
【請求項１６】
前記光反応性官能基は、シンナメート基、カルコン基、トラン基、クマリン基又はアゾベ
ンゼン基であることを特徴とする請求項１３又は１５記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
前記ポリイミドは、光反応性官能基を含む側鎖を有するモノマー単位と、光反応性官能基
を含まない側鎖を有するモノマー単位とを含む共重合体で構成されていることを特徴とす
る請求項１２、１３又は１６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
前記ポリアミドは、光反応性官能基を含む側鎖を有するモノマー単位と、光反応性官能基
を含まない側鎖を有するモノマー単位とを含む共重合体で構成されていることを特徴とす
る請求項１４～１６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
前記配向膜は、液晶層に対して電圧無印加時に、液晶層内の液晶分子を、配向膜表面に対
して垂直の方向に規則的に傾かせることを特徴とする請求項１～１８のいずれかに記載の
液晶表示装置。
【請求項２０】
前記配向膜は、液晶層に対して電圧無印加時に、液晶層内の液晶分子を、配向膜表面に対
して水平の方向に規則的に傾かせることを特徴とする請求項１～１８のいずれかに記載の
液晶表示装置。
【請求項２１】
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前記配向膜は、液晶層に対して電圧無印加時に、液晶層内の液晶分子を、配向膜表面に対
して斜めの方向に規則的に傾かせることを特徴とする請求項１～１８のいずれかに記載の
液晶表示装置。
【請求項２２】
前記液晶表示装置は、複数の画素を有しており、
該液晶層の、複数の画素のうち一つ当たりの画素と対応する領域は、液晶分子の配向方向
が互いに異なる複数の領域に分割されている
ことを特徴とする請求項１～２１のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
前記複数の領域は、４つの領域であることを特徴とする請求項２２記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
一対の基板と、該一対の基板間に挟持された液晶層とを備える液晶表示装置の製造方法で
あって、
該製造方法は、該一対の基板の少なくとも一方に、配向膜を形成する工程と、
該配向膜上に、２種類以上の重合性モノマーの重合反応で重合体層を形成する工程とを有
し、
該２種類以上の重合性モノマーのうち少なくとも２種類の重合性モノマーは、前記一般式
（Ｉ）で表される多官能モノマー、及び、前記一般式（ＩＩ）で表される単官能モノマー
からなる群より選択される少なくとも２種類のモノマーを含む
ことを特徴とする液晶表示装置の製造方法。
【請求項２５】
前記製造方法は、重合体層を形成する工程の前に、２種類以上の重合性モノマーを液晶材
料に溶解させる工程を有することを特徴とする請求項２４記載の液晶表示装置の製造方法
。
【請求項２６】
前記重合体層を形成する工程は、液晶層に対して閾値以上の電圧印加状態で重合性モノマ
ーを重合させて重合体層を形成する工程であることを特徴とする請求項２４又は２５記載
の液晶表示装置の製造方法。
【請求項２７】
前記配向膜を形成する工程は、光照射を行って配向処理を行う工程を含むことを特徴とす
る請求項２４～２６のいずれかに記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項２８】
２種類以上の重合性モノマーを含む重合体層形成用組成物であって、
該２種類以上の重合性モノマーのうち少なくとも２種類の重合性モノマーは、前記一般式
（Ｉ）で表される多官能モノマー、及び、前記一般式（ＩＩ）で表される単官能モノマー
からなる群より選択される少なくとも２種類のモノマーを含む
ことを特徴とする重合体層形成用組成物。
【請求項２９】
前記少なくとも２種類の重合性モノマーの１つは、前記一般式（Ｉ）で表される多官能モ
ノマーであることを特徴とする請求項２８記載の重合体層形成用組成物。
【請求項３０】
前記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート基を表し、
前記Ｚ１は、Ａ１とＡ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し、
前記ｎは、０又は１である
ことを特徴とする請求項２８又は２９記載の重合体層形成用組成物。
【請求項３１】
前記Ａ１は、１，４－フェニレン基を表すことを特徴とする請求項２８～３０のいずれか
に記載の重合体層形成用組成物。
【請求項３２】
前記Ａ２は、１，４－フェニレン基を表すことを特徴とする請求項２８～３１のいずれか
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に記載の重合体層形成用組成物。
【請求項３３】
前記Ａ３は、フェニル基を表すことを特徴とする請求項２８～３２のいずれかに記載の重
合体層形成用組成物。
【請求項３４】
前記２種類以上の重合性モノマーは、２種類のみの重合性モノマーであることを特徴とす
る請求項２８～３３のいずれかに記載の重合体層形成用組成物。
【請求項３５】
前記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、前記一般式（Ｉ）で表される多官能モノ
マーであることを特徴とする請求項３４記載の重合体層形成用組成物。
【請求項３６】
前記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、前記一般式（Ｉ）で表される多官能モノ
マーであり、
前記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート基を表し、
前記Ｚ１は、Ａ１とＡ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し、
前記ｎは、０又は１である
ことを特徴とする請求項３４記載の重合体層形成用組成物。
【請求項３７】
前記２種類のみの重合性モノマーの一方は、Ａ１が１，４－フェニレン基の重合性モノマ
ーであり、
該Ａ１が１，４－フェニレン基の重合性モノマーの重量比は、もう一方の重合性モノマー
よりも大きい
ことを特徴とする請求項３５又は３６記載の重合体層形成用組成物。
【請求項３８】
請求項２８～３７のいずれかに記載の重合体層形成用組成物と、液晶材料とを含むことを
特徴とする液晶層形成用組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、液晶表示装置、液晶表示装置の製造方法、重合体層形成用組成物、及び、液晶
層形成用組成物に関する。より詳しくは、配向膜上に重合体層が形成された液晶表示装置
、樹脂膜を形成し、配向膜上に重合体層を形成する工程を含む液晶表示装置の製造方法、
重合体層の形成に好適な重合体層形成用組成物、及び、重合体層の形成に好適な液晶層形
成用組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
液晶表示装置（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）は、複屈折性を有する液晶分子の配向
を制御することにより光の透過／遮断（表示のオン／オフ）を制御する表示装置である。
液晶分子を配向させる技術としては、液晶層と隣接する位置に、ラビング法、光配向法等
の配向処理がなされた配向膜を配置する手段が挙げられる。
【０００３】
また、マルチドメイン垂直配向（ＭＶＡ：Multi-domain Vertical Alignment）モードの
ように、配向処理を行わずに、共通電極の上に設けられた斜め方向に伸びる誘電体からな
る土手状の突起物、画素電極に設けられた突起物に並行するスリット等を用いて液晶分子
の配向を制御する方法もある。
【０００４】
ＭＶＡモードの液晶表示装置では、電圧を印加していない状態では液晶分子が基板面に対
して垂直に配向しており、画素電極と共通電極との間に電圧を印加すると、液晶分子は電
圧に応じた角度で傾斜して配向する。このとき、画素電極に設けられたスリットや土手状
の突起物により、１画素内に液晶分子の倒れる方向が相互に異なる複数の領域（ドメイン
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）が形成される。このように１画素内に液晶分子の倒れる方向が相互に異なる複数の領域
を形成することにより、良好な表示特性を得ることができる。
【０００５】
しかし、スリットや突起物が形成された領域は、光透過率が低くなりやすい。これらの配
置を単純化し、土手状の突起物同士の間隔、又は、画素電極スリット同士の間隙を広げれ
ば、光透過率を高くすることができる。しかし、土手状の突起物同士の間隔、又は、スリ
ット同士の間隙が非常に広いと、液晶分子の傾斜の伝播に時間がかかるようになり、表示
のために必要な電圧を液晶層に印加したときの液晶分子の応答が非常に遅くなる。
【０００６】
この応答の遅れを改善する方法としては、重合可能なモノマーを含む液晶材料を基板間に
注入し、電圧を印加した状態でモノマーを重合させて、液晶分子の倒れる方向を記憶させ
た重合体層を配向膜上に形成する技術（以下、「ＰＳＡ（Polymer Sustained Alignment
）技術」ともいう。）が導入されている（例えば、特許文献１及び２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－３０７７２０号公報
【特許文献２】特開２００８－０７６９５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
しかしながら、ＰＳＡ技術を用いて配向膜を作製した場合であっても、液晶表示には焼き
付きが見られることがしばしばあった。焼き付きの主な原因としては、ＰＳＡ技術によっ
て形成された重合体層（以下、ＰＳＡ層ともいう。）のモノマー間の剛直性が弱いときに
、バックライト光の照射若しくはＡＣ通電によってプレチルト角に変化が起こりやすいこ
と、又は、ＰＳＡ層上に不純物が付着する若しくはＰＳＡ層自体の抵抗が低いことに起因
して残留ＤＣ電圧が配向膜及びＰＳＡ層内に生じてしまうことが考えられる。
【０００９】
本発明は、上記現状に鑑みてなされたものであり、焼き付きが低減された液晶表示装置を
提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
本発明者らは、プレチルト角の変化を抑制する手段、及び、残留ＤＣ電圧を生じさせにく
くする手段について種々検討したところ、ＰＳＡ重合工程における重合性モノマーの材料
に着目した。そして、従来のように、重合性モノマーとして、ある一つの材料を用いた場
合に液晶表示に焼き付きが起こりやすかったことを見いだすとともに、重合性モノマーと
して、互いに異なる複数の材料を用いた場合に、液晶表示に焼き付きが発生しにくくなっ
たことを見いだし、上記課題をみごとに解決することができることに想到し、本発明に到
達したものである。
【００１１】
すなわち、本発明は、一対の基板と、上記一対の基板間に挟持された液晶層とを備える液
晶表示装置であって、上記一対の基板の少なくとも一方は、配向膜、及び、上記配向膜上
に重合体層を有し、上記重合体層は、２種類以上の重合性モノマーをモノマー単位とする
重合体で構成されており、上記２種類以上の重合性モノマーは、下記一般式（Ｉ）：
Ｐ１－Ｓ１－Ａ１－（Ｚ１－Ａ２）ｎ－Ｓ２－Ｐ２　　　　（Ｉ）
（式中、Ｐ１及びＰ２は、同一若しくは異なるアクリレート基、メタクリレート基、アク
リルアミド基、メタクリルアミド基、ビニル基、ビニロキシ基又はエポキシ基を表す。Ａ
１及びＡ２は、１，４－フェニレン基、ナフタレン－２，６－ジイル基、アントラセン－
２，６－ジイル基又はフェナントレン－２，６－ジイル基を表す。Ａ１及びＡ２が有する
水素原子は、ハロゲン基又はメチル基に置換されていてもよい。Ｚ１は、ＣＯＯ、ＯＣＯ
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、Ｏ、ＣＯ、ＮＨＣＯ、ＣＯＮＨ若しくはＳ、又は、Ａ１とＡ２若しくはＡ２とＡ２とが
直接結合していることを表す。ｎは、０、１又は２である。Ｓ１及びＳ２は、同一若しく
は異なる（ＣＨ２）ｍ（１≦ｍ≦６）、（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｍ（１≦ｍ≦６）、又は
、Ｐ１とＡ１、Ａ１とＰ２若しくはＡ２とＰ２とが直接結合していることを表す。）
で表される多官能モノマー、及び、下記一般式（ＩＩ）：
Ｐ３－Ｓ３－Ａ３　　　　（ＩＩ）
（式中、Ｐ３は、アクリレート基、メタクリレート基、アクリルアミド基、メタクリルア
ミド基、ビニル基、ビニロキシ基又はエポキシ基を表す。Ａ３は、フェニル基、ビフェニ
ル基、ナフタレン基、アントラセン基又はフェナントレン基を表す。Ａ３が有する水素原
子は、ハロゲン基又はメチル基に置換されていてもよい。Ｓ３は、（ＣＨ２）ｍ（１≦ｍ
≦６）、（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｍ（１≦ｍ≦６）、又は、Ｐ３とＡ３とが直接結合して
いることを表す。）で表される単官能モノマーからなる群より選択される少なくとも２種
類のモノマーを含む液晶表示装置である。
【００１２】
本発明の液晶表示装置が備える一対の基板は、例えば、一方をアレイ基板、他方をカラー
フィルタ基板として用いられる。アレイ基板は、複数の画素電極を備え、これにより画素
単位で液晶の配向が制御される。カラーフィルタ基板は、例えば、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、
Ｂ（青）等で構成されるカラーフィルタが、アレイ基板の画素電極とそれぞれ重畳する位
置に配置され、画素単位で表示色が制御される。
【００１３】
本発明の液晶表示装置が備える一対の基板の少なくとも一方は、配向膜を有する。本発明
において配向膜は、隣接する液晶分子を一定の方向に配向させるものをいい、配向処理を
行わないもの、及び、配向処理を施したもののいずれも含む。上記配向膜としては、例え
ば、樹脂膜が挙げられる。上記配向膜は、配向処理を行わずに、例えば、一般的な垂直配
向膜材料を用いて形成された樹脂膜、一般的な水平配向膜材料を用いて形成された樹脂膜
を用いてもよい。配向処理を施す場合の配向処理の手段としては、ラビング処理、光配向
処理が挙げられる。
【００１４】
上記重合体層は、２種類以上の重合性モノマーをモノマー単位とする重合体で構成されて
いる。上記重合性モノマーとしては、光の照射によって重合反応（光重合）を開始する重
合性モノマー、加熱によって重合反応（熱重合）を開始する重合性モノマー等が挙げられ
、その結果、重合体層が形成される。中でも、上記重合反応は、光重合であることが好ま
しく、これにより、常温でかつ容易に重合反応を開始することができる。本発明において
ＰＳＡ層（重合体層）を形成するための重合反応は特に限定されず、二官能性の単量体が
新しい結合をつくりながら段階的に高分子量化する「逐次重合」、少量の触媒（開始剤）
から生じた活性種に単量体がつぎつぎに結合し、連鎖的に成長する「連鎖重合」のいずれ
もが含まれる。上記逐次重合としては、重縮合、重付加等が挙げられる。上記連鎖重合と
しては、ラジカル重合、イオン重合（アニオン重合、カチオン重合等）等が挙げられる。
【００１５】
上記重合体層により、上記配向膜は、配向処理を施さなくとも、隣接する液晶分子に対し
一定の方向に規則的に傾かせることが可能となる。例えば、液晶分子がプレチルト配向し
ている状態でモノマーを重合させ、重合体層を形成した場合には、上記配向膜が配向処理
されているか否かに関わらず、重合体層は液晶分子に対してプレチルト配向させる構造を
有する形で形成されることになる。
【００１６】
上記２種類以上の重合性モノマーは、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノマー、及び
、上記一般式（ＩＩ）で表される単官能モノマーからなる群より選択される少なくとも２
種類のモノマーを含む。すなわち、本発明においてＰＳＡ層（重合体層）を構成する重合
性モノマーは、２種類であっても２種類よりも多くてもよく、用いられる重合性モノマー
のうち、２種類が上記一般式（Ｉ）又は上記一般式（ＩＩ）で表される化合物であればよ
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い。具体的には、上記２種類の重合性モノマーの組み合わせとしては、いずれもが上記一
般式（Ｉ）で表される多官能モノマーである組み合わせ、いずれもが上記一般式（ＩＩ）
で表される単官能モノマーである組み合わせ、一方が上記一般式（Ｉ）で表される多官能
モノマーであり、他方が上記一般式（ＩＩ）で表される単官能モノマーである組み合わせ
が挙げられる。ただし、いずれもが上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノマーである組
み合わせ、又は、いずれもが上記一般式（ＩＩ）で表される単官能モノマーである組み合
わせの場合には、いずれもが同じ一般式で表されたとしても、例えば、Ｐ１、Ｓ１、Ａ１

、Ｚ１、Ａ２、Ｓ２、Ｐ２、Ｐ３、Ｓ３及びＡ３のいずれか又はいくつかが異なる等、互
いに異なる化合物でなければならない。
【００１７】
上記２種類以上の重合性モノマーの重量の大小は、特に限定されない。上記一般式（Ｉ）
で表される多官能モノマーが最も大きな重量を有していてもよく、上記一般式（ＩＩ）で
表される単官能モノマーが最も大きな重量を有していてもよく、上記一般式（Ｉ）及び上
記一般式（ＩＩ）で表されるモノマー以外のモノマーが最も大きな重量を有していてもよ
い。
【００１８】
上記一般式（Ｉ）及び／又は上記一般式（ＩＩ）で表される２種類以上のモノマーを用い
ることで、一方がプレチルト角の変化を抑制する方向に作用し、他方が残留ＤＣ電圧を生
じさせにくくする方向に作用するので、このように２種類のモノマーを用いることで、焼
き付きの原因となる両側面からの防止効果を得ることができ、高品位の液晶表示装置を得
ることができる。
【００１９】
本発明の液晶表示装置の構成としては、このような構成要素を必須として形成されるもの
である限り、その他の構成要素により特に限定されるものではない。本発明の液晶表示装
置における好ましい形態について以下に詳しく説明する。
【００２０】
上記２種類以上の重合性モノマーの１つは、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノマー
であることが好ましい。多官能モノマーによる重合体は、単官能モノマーによる重合体に
比べて剛直性が高いため、ＡＣ通電によるプレチルト角変化を単官能モノマーの重合体に
比べて低く抑えることができる。
【００２１】
上記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート基を表し、上記Ｚ１は、Ａ１とＡ２、又は
、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し、上記ｎは、０又は１であることが好まし
い。
【００２２】
上記Ａ１は、１，４－フェニレン基を表すことが好ましく、Ａ２は、１，４－フェニレン
基を表すことが好ましく、上記Ａ３は、フェニル基を表すことが好ましい。
【００２３】
上記２種類以上の重合性モノマーは、２種類のみの重合性モノマーであることが好ましい
。
【００２４】
上記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノ
マーであることが好ましい。多官能モノマーによる重合体は、単官能モノマーによる重合
体に比べて剛直性が高いため、ＡＣ通電によるプレチルト角変化を単官能モノマーの重合
体に比べて低く抑えることができる。
【００２５】
上記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノ
マーであり、上記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート基を表し、上記Ｚ１は、Ａ１

とＡ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し、上記ｎは、０又は１である
ことが好ましい。
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【００２６】
上記２種類のみの重合性モノマーの一方は、Ａ１が１，４－フェニレン基の重合性モノマ
ーであり、上記Ａ１が１，４－フェニレン基の重合性モノマーは、もう一方の重合性モノ
マーよりも重量比が大きいことが好ましい。
【００２７】
上記一対の基板は、いずれも電極を有し、上記重合体層は、上記電極を通じて液晶層に対
して閾値以上の電圧が印加された状態での重合反応で形成されたものであることが好まし
い。これにより、液晶分子のプレチルト配向がより安定化し、電圧の印加状態が切り替わ
ったときの液晶分子の傾斜の伝播速度の向上、すなわち、応答速度の向上が実現され、更
に、焼き付きの低減効果を得ることができる。
【００２８】
上記配向膜は、ポリイミド又はポリアミドを含む材料で構成されていることが好ましい。
ポリイミドは主鎖にイミド構造を有しているので、熱安定性を向上させることができる。
ポリアミドはポリイミドよりは熱安定性は低いが、ポリビニルと比べると熱安定性は高い
。また、ポリイミドよりも溶解性が高く、印刷、インクジェット等により成膜が行いやす
い。更に、ポリアミドの合成は縮合重合により容易に行うことができる。
【００２９】
上記ポリイミド又はポリアミドは、光反応性官能基を含む側鎖を有することが好ましい。
配向膜を構成する重合体の側鎖に光反応性官能基を設けることで、主鎖の構造を大きく変
化させることなく、光配向性を有する配向膜材料を得ることができる。また、光配向処理
されたものを用いることで、ラビングのような接触型処理が施されたものに比べ、配向膜
下の構造物（例えば、ＴＦＴ）の破損の可能性を低減させることができる。更に、光配向
処理によって付与される配向性は、光の照射角度、強度等により調整可能であるため、一
つの画素内で互いに異なる４つの配向方向を規定する４Ｄ－ＲＴＮの形態を容易に得るこ
とができる。
【００３０】
上記光反応性官能基は、シンナメート基、カルコン基、トラン基、クマリン基又はアゾベ
ンゼン基であることが好ましい。これらの光反応性官能基は、ポリマーの側鎖に比較的容
易に形成することができ、また、反応性にも優れている。
【００３１】
上記ポリイミド又はポリアミドは、光反応性官能基を含む側鎖を有するモノマー単位と、
光反応性官能基を含まない側鎖を有するモノマー単位とを含む共重合体で構成されている
ことが好ましい。
【００３２】
上記配向膜は、液晶層に対して電圧無印加時に、液晶層内の液晶分子を、樹脂膜表面に対
して垂直の方向に規則的に傾かせることが好ましい。上記配向膜がこのような特性を有す
ることで、垂直配向（ＶＡ：Vertical Alignment）モード、ＭＶＡモード等の負の誘電率
異方性を有する液晶分子を用いるタイプの液晶表示装置の応答速度を高めることができる
。
【００３３】
上記配向膜は、液晶層に対して電圧無印加時に、液晶層内の液晶分子を、配向膜表面に対
して水平の方向に規則的に傾かせることが好ましい。上記配向膜がこのような特性を有す
ることで、ツイステッド・ネマチック（ＴＮ：Twisted Nematic）モード、面内スイッチ
ング（ＩＰＳ：In-Plane Switching）モード等の正の誘電率異方性を有する液晶分子を用
いるタイプの液晶表示装置の応答速度を高めることができる。
【００３４】
上記配向膜は、液晶層に対して電圧無印加時に、液晶層内の液晶分子を、配向膜表面に対
して斜めの方向に規則的に傾かせることが好ましい。このような配向膜は、一般的な樹脂
材料、垂直配向膜材料、水平配向膜材料に対し、ラビング処理、光配向処理等の配向処理
を施すことで得ることができる。このような配向膜上にＰＳＡ層が形成されると、ＰＳＡ
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層は配向膜の配向規制力を高める方向に作用し、焼き付きの低減につながる。また、この
場合、液晶層に対して閾値以上の電圧を印加しながらのＰＳＡ重合工程を行う必要なく、
すなわち、電圧無印加の状態でのＰＳＡ重合工程を行ったとしても、液晶層に対して閾値
以上の電圧を印加しながらのＰＳＡ重合工程を行う場合と同様の焼き付き防止効果を得る
ことができる。
【００３５】
上記液晶表示装置は、複数の画素を有しており、上記液晶層の、複数の画素のうち一つ当
たりの画素と対応する領域は、液晶分子の配向方向が互いに異なる複数の領域に分割され
ていることが好ましい。液晶分子の配向方向が互いに異なる複数の領域を一つの画素領域
内に形成することで、異なる角度から表示画面を見たときであっても、同様の見え方を確
保することができ、視野角特性が向上する。このような配向分割の手段としては、電極上
に誘電体からなる線状の土手状の突起物、電極内に形成された線状のスリット等を形成す
る手段、光配向膜を形成する際に光の照射角度を調節して配向膜のプレチルト角の向きを
異ならせる手段等が挙げられる。
【００３６】
上記複数の領域は、４つの領域であることが好ましい。４つに分割することで、表示画面
の法線方向に対して、上、下、左及び右のいずれの方向に視角を傾けたときであっても、
バランスよく視野角特性が向上する。
【００３７】
本発明はまた、一対の基板と、上記一対の基板間に挟持された液晶層とを備える液晶表示
装置の製造方法であって、上記製造方法は、上記一対の基板の少なくとも一方に、配向膜
を形成する工程と、上記配向膜上に、２種類以上の重合性モノマーの重合反応で重合体層
を形成する工程とを有し、上記２種類以上の重合性モノマーのうち少なくとも２種類の重
合性モノマーは、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノマー、及び、上記一般式（ＩＩ
）で表される単官能モノマーからなる群より選択される少なくとも２種類のモノマーを含
む液晶表示装置の製造方法でもある。
【００３８】
また、本発明の液晶表示装置と同様に、本発明の製造方法において、上記少なくとも２種
類の重合性モノマーの１つは、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノマーであることが
好ましく、上記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート基を表し、上記Ｚ１は、Ａ１と
Ａ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し、上記ｎは、０又は１であるこ
とが好ましく、上記Ａ１は、１，４－フェニレン基を表すことが好ましく、Ａ２は、１，
４－フェニレン基を表すことが好ましく、Ａ３は、フェニル基を表すことが好ましく、上
記２種類以上の重合性モノマーは、２種類のみの重合性モノマーであることが好ましく、
上記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノ
マーであることが好ましく、上記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、上記一般式
（Ｉ）で表される多官能モノマーであり、上記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート
基を表し、上記Ｚ１は、Ａ１とＡ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し
、上記ｎは、０又は１であることが好ましく、上記２種類のみの重合性モノマーの一方は
、Ａ１が１，４－フェニレン基の重合性モノマーであり、上記Ａ１が１，４－フェニレン
基の重合性モノマーは、もう一方の重合性モノマーよりも重量比が大きいことが好ましい
。
【００３９】
更に、本発明の製造方法において、上記配向膜は、ポリイミド又はポリアミドを含む材料
で構成されていることが好ましく、上記ポリイミド又はポリアミドは、光反応性官能基を
含む側鎖を有することが好ましく、上記光反応性官能基は、シンナメート基、カルコン基
、トラン基、クマリン基又はアゾベンゼン基であることが好ましく、上記ポリイミド又は
ポリアミドは、光反応性官能基を含む側鎖を有するモノマー単位と、光反応性官能基を含
まない側鎖を有するモノマー単位とを含む共重合体で構成されていることが好ましく、上
記配向膜は、液晶層に対して電圧無印加時に、液晶層内の液晶分子を、配向膜表面に対し
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て垂直の方向に規則的に傾かせることが好ましく、上記配向膜は、液晶層に対して電圧無
印加時に、液晶層内の液晶分子を、配向膜表面に対して水平の方向に規則的に傾かせるこ
とが好ましく、上記配向膜は、液晶層に対して電圧無印加時に、液晶層内の液晶分子を、
配向膜表面に対して斜めの方向に規則的に傾かせることが好ましい。
【００４０】
上記製造方法は、重合体層を形成する工程の前に、２種類以上の重合性モノマーを液晶材
料に溶解させる工程を有することが好ましい。上記２種類以上の重合性モノマーを液晶材
料に添加することで、効率よく、重合体層を形成することが可能となる。
【００４１】
上記製造方法における重合体層を形成する工程は、液晶層に対して閾値以上の電圧印加状
態で重合性モノマーを重合させて重合体層を形成する工程であることが好ましい。これに
より、液晶分子のプレチルト配向がより安定化し、電圧の印加状態が切り替わったときの
液晶分子の傾斜の伝播速度の向上、すなわち、応答速度の向上が実現され、完成した液晶
表示装置に焼き付きが発生することを低減させることができる。
【００４２】
上記製造方法における配向膜を形成する工程は、光照射を行って配向処理を行う工程を含
むことが好ましい。光照射を行って配向処理を行う工程によれば、ラビングのような接触
型処理に比べ、配向膜下の構造物（例えば、ＴＦＴ）の破損の可能性を低減させることが
できる。また、光配向処理によって付与される配向性は、光の照射角度、強度等により調
整可能であるため、一つの画素内で互いに異なる４つの配向方向を規定する４Ｄ－ＲＴＮ
の製造特性に優れており、容易に広視野角を得る処理を行うことができる。すなわち、上
記液晶表示装置は、複数の画素を有しており、上記配向処理は、上記液晶層の、複数の画
素のうち一つ当たりの画素と対応する領域を、液晶分子の配向方向が互いに異なる複数の
領域に分割する工程であることが好ましく、上記複数の領域は、４つの領域であることが
好ましい。
【００４３】
本発明はまた、２種類以上の重合性モノマーを含む重合体層形成用組成物であって、上記
２種類以上の重合性モノマーのうち少なくとも２種類の重合性モノマーは、上記一般式（
Ｉ）で表される多官能モノマー、及び、上記一般式（ＩＩ）で表される単官能モノマーか
らなる群より選択される少なくとも２種類のモノマーを含む重合体層形成用組成物でもあ
る。
【００４４】
また、本発明の液晶表示装置、及び、本発明の液晶表示装置の製造方法と同様に、上記少
なくとも２種類の重合性モノマーの１つは、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノマー
であることが好ましく、上記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメタクリレート基を表し、上記Ｚ
１は、Ａ１とＡ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合していることを表し、上記ｎは、０又
は１であることが好ましく、上記Ａ１は、１，４－フェニレン基を表すことが好ましく、
Ａ２は、１，４－フェニレン基を表すことが好ましく、Ａ３は、フェニル基を表すことが
好ましく、上記２種類以上の重合性モノマーは、２種類のみの重合性モノマーであること
が好ましく、上記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが、上記一般式（Ｉ）で表され
る多官能モノマーであることが好ましく、上記２種類のみの重合性モノマーのいずれもが
、上記一般式（Ｉ）で表される多官能モノマーであり、上記Ｐ１及びＰ２は、いずれもメ
タクリレート基を表し、上記Ｚ１は、Ａ１とＡ２、又は、Ａ２とＡ２とが直接結合してい
ることを表し、上記ｎは、０又は１であることが好ましく、上記２種類のみの重合性モノ
マーの一方は、Ａ１が１，４－フェニレン基の重合性モノマーであり、上記Ａ１が１，４
－フェニレン基の重合性モノマーは、もう一方の重合性モノマーよりも重量比が大きいこ
とが好ましい。
【００４５】
本発明の重合体層形成用組成物は、液晶材料に添加されることで、効率よく、液晶層に対
して閾値以上の電圧印加状態で重合性モノマーを重合させて重合体層を形成することが可
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能となる。すなわち、本発明は、上記重合体層形成用組成物と、液晶材料とを含む液晶層
形成用組成物でもある。
【発明の効果】
【００４６】
本発明の液晶表示装置が備える配向膜上に形成された重合体層は、２種類以上のモノマー
をモノマー単位とする重合体で構成されているので、プレチルト角の変化に基づく焼き付
きの防止、及び、ＤＣ電圧が残留することによる焼き付きの防止の両方を一度に実現する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】実施形態１に係る液晶表示装置の断面模式図であり、ＰＳＡ重合工程前を示す。
【図２】実施形態１に係る液晶表示装置の断面模式図であり、ＰＳＡ重合工程後を示す。
【図３】重合性モノマーＭＤの濃度（ｗｔ％）に対するプレチルト角の変化（Δｔｉｌｔ
（°））の度合いを示す。
【図４】重合性モノマーＭＤの濃度（ｗｔ％）に対する残留ＤＣ電圧（ｒＤＣ（Ｖ））の
大きさを示す。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
以下に実施形態を掲げ、本発明について図面を参照して更に詳細に説明するが、本発明は
これらの実施形態のみに限定されるものではない。
【００４９】
実施形態１
図１及び図２は、実施形態１に係る液晶表示装置の断面模式図である。図１はＰＳＡ重合
工程前を示し、図２はＰＳＡ重合工程後を示す。図１及び図２に示すように実施形態１に
係る液晶表示装置は、アレイ基板１０と、カラーフィルタ基板２０と、アレイ基板１０及
びカラーフィルタ基板２０からなる一対の基板間に狭持された液晶層３０とを備える。ア
レイ基板１０は、ガラス等を材料とする絶縁性の透明基板と、透明基板上に形成された各
種配線、画素電極、ＴＦＴ等とを備える支持基板１１を有する。カラーフィルタ基板２０
は、ガラス等を材料とする絶縁性の透明基板と、透明基板上に形成されたカラーフィルタ
、ブラックマトリクス、共通電極等とを備える支持基板２１を有する。
【００５０】
また、アレイ基板１０は、支持基板１１上に配向膜１２を備え、カラーフィルタ基板２０
は、支持基板２１上に配向膜２２を備える。配向膜１２，２２は、ポリイミド、ポリアミ
ド、ポリビニル、ポリシロキサン等を主成分とする膜である。配向膜１２，２２の表面に
対し、ラビング処理、光配向処理等の配向処理が施されることで、液晶分子のプレチルト
角を垂直又は水平に方向付ける（初期傾斜させる）ことができる。液晶表示装置がＶＡモ
ードであれば、これらの配向膜１２，２２は、垂直配向膜であることが好ましい。垂直配
向膜とは、配向処理が施されなくとも、液晶分子に対し９０°のプレチルト角を付与する
配向膜であり、一般的なポリマーよりも長い側鎖を有する。
【００５１】
図１に示すように、ＰＳＡ重合工程前において液晶層３０中には、２種類の重合性モノマ
ーＭＴ（プレチルト焼き付き改善用モノマー）と重合性モノマーＭＤ（ＤＣ焼き付き改善
用モノマー）とが存在している。そして、ＰＳＡ重合工程によって重合性モノマーＭＴ及
び重合性モノマーＭＤは重合を開始し、図２に示すように、配向膜１２，２２上にＰＳＡ
層１３，２３が形成される。
【００５２】
具体的にはＰＳＡ層１３，２３は、液晶材料に対し、２種類以上の重合性モノマーを含む
重合体層形成用組成物を加えて作製された液晶層形成用組成物を、アレイ基板１０とカラ
ーフィルタ基板２０との間に注入し、一定量の光を液晶層３０に照射して重合性モノマー
を光重合させることによって、形成することができる。
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【００５３】
実施形態１においては、ＰＳＡ重合工程を行う際に、液晶層３０に対し閾値以上の電圧を
印加した状態で光照射を行うことで、閾値以上の電圧印加状態で配向した液晶分子になら
った形で重合体が形成されるので、形成されるＰＳＡ層が、後に電圧無印加状態となって
も液晶分子に対し初期プレチルト角を規定する配向膜として機能するような構造をもつこ
とになる。
【００５４】
一方、実施形態１においては、配向膜１２，２２に対し配向処理が施されている場合、液
晶層３０に対し閾値以上の電圧が印加された状態で光照射が行われなくてもよい。このよ
うに配向膜１２，２２自体が液晶分子に対しプレチルト配向を付与する特性を有する場合
、配向膜１２，２２上に形成されるＰＳＡ層１３，２３は、配向膜のもつ配向安定性をよ
り高める膜として機能する。配向膜１２，２２のもつ配向規制力が向上することで、液晶
分子３１はより均一に配向制御され、配向の時間的な変化が少なくなる上、表示に焼き付
きが生じにくくなる。なお、実施形態１においては、配向膜１２，２２に対し配向処理が
なされた上で、更に液晶層３０に対し閾値以上の電圧を印加した状態で光照射が行われて
ＰＳＡ層１３，２３が形成されてもよく、これにより、より配向安定性の高い配向膜１２
，２２及びＰＳＡ層１３，２３の組み合わせを得ることができる。
【００５５】
実施形態１は、液晶分子の配向が、例えば、支持基板１１が有する画素電極内、又は、支
持基板１２が有する共通電極内に設けられた線状のスリットによって規定される形態であ
ってもよい。画素電極内及び／又は共通電極内に細い線状のスリットを形成した場合、液
晶分子は電圧無印加時において線状のスリットに向かって一律に並んだ配向性を有するの
で、液晶層３０に対し閾値以上の電圧が印加された状態でなくとも、液晶分子に対しプレ
チルト角を付与するＰＳＡ層を形成することができる。
【００５６】
また、画素電極内又は共通電極内に設けられる細い線状のスリットの代わりに、細い線状
の誘電体突起物を画素電極上及び／又は共通電極上に設けてもよく、これによっても、液
晶分子は電圧無印加時において線状のスリットに向かって一律に並んだ配向性を有するの
で、液晶層３０に対し閾値以上の電圧が印加された状態でなくとも、液晶分子に対しプレ
チルト角を規定するＰＳＡ層を形成することができる。
【００５７】
なお、実施形態１は、画素電極内又は共通電極内に設けられる細い線状のスリットと、画
素電極上又は共通電極上に設けられる細い線状の誘電体突起物との両方によって液晶分子
の配向が規定される形態であってもよい。
【００５８】
実施形態１において重合性モノマーは、２種類以上用いられる。また、上記２種類以上の
重合性モノマーは、下記一般式（Ｉ）：
Ｐ１－Ｓ１－Ａ１－（Ｚ１－Ａ２）ｎ－Ｓ２－Ｐ２　　　　（Ｉ）
（式中、Ｐ１及びＰ２は、同一若しくは異なるアクリレート基、メタクリレート基、アク
リルアミド基、メタクリルアミド基、ビニル基、ビニロキシ基又はエポキシ基を表す。Ａ
１及びＡ２は、１，４－フェニレン基、ナフタレン－２，６－ジイル基、アントラセン－
２，６－ジイル基又はフェナントレン－２，６－ジイル基を表す。Ｚ１は、ＣＯＯ、ＯＣ
Ｏ、Ｏ、ＣＯ、ＮＨＣＯ、ＣＯＮＨ若しくはＳ、又は、Ａ１とＡ２若しくはＡ２とＡ２と
が直接結合していることを表す。ｎは、０、１又は２である。Ｓ１及びＳ２は、同一若し
くは異なる（ＣＨ２）ｍ（１≦ｍ≦６）、（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｍ（１≦ｍ≦６）、又
は、Ｐ１とＡ１、Ａ１とＰ２若しくはＡ２とＰ２とが直接結合していることを表す。Ａ１

及びＡ２が有する水素原子は、ハロゲン基又はメチル基に置換されていてもよい。）
で表される多官能モノマー、又は、下記一般式（ＩＩ）：
Ｐ３－Ｓ３－Ａ３　　　　（ＩＩ）
（式中、Ｐ３は、アクリレート基、メタクリレート基、アクリルアミド基、メタクリルア
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ミド基、ビニル基、ビニロキシ基又はエポキシ基を表す。Ａ３は、フェニル基、ビフェニ
ル基、ナフタレン基、アントラセン基又はフェナントレン基を表す。Ａ３が有する水素原
子は、ハロゲン基又はメチル基に置換されていてもよい。Ｓ３は、（ＣＨ２）ｍ（１≦ｍ
≦６）、（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｍ（１≦ｍ≦６）、又は、Ｐ３とＡ３とが直接結合して
いることを表す。）で表される単官能モノマーからなる群より選択される少なくとも２種
類のモノマーを含む。
【００５９】
上記Ａ３の官能基としては、例えば、下記一般式（１－１）～（１－１３）で表される構
造が挙げられる。
【００６０】
【化１】

【００６１】
このように２種類以上の重合性モノマーを用いることで、焼き付きの発生の抑制効果を得
ることができる。重合反応前において、２種類以上の重合性モノマーのうち、一方の重合
性モノマーＭＴはプレチルト角が変化することによって生じる焼き付きの原因を、他方の
重合性モノマーＭＤはＤＣ電圧が配向膜及びＰＳＡ層内に残留することによって生じる焼
き付きの原因を、それぞれ解消する。重合性モノマーＭＴの重量比は、重合性モノマーＭ

Ｄよりも大きい（ＭＴ≧ＭＤ）ことが、焼き付き防止の観点から好ましい。
【００６２】
実施形態１に係る液晶表示装置の他の構成要素について詳述する。
【００６３】
実施形態１において配向膜１２，２２は、光配向処理されたものを用いることで、例えば
、支持基板１１が有するＴＦＴの破損等の可能性を減らすることができる。また、画素の
配向分割を行う場合にはラビング処理を用いる場合よりも簡便に行うことができる。
【００６４】
以下、配向処理として光配向処理を行う方法、すなわち、光配向膜を形成する方法につい
て、詳述する。まず、配向膜を形成する支持基板上に、光反応性官能基を有する光配向膜
材料を溶媒に溶かした溶液を印刷法等により塗布し、プリベークを行い、更に焼成を行い
、溶媒成分を蒸発させて下地となる膜を形成する。光官能基は光結合型、光分解型のいず
れであってもよい。光反応性官能基を有する化合物としては、例えば、下記一般式（２）
で示されるポリアミド、下記一般式（３）で示されるポリイミドが挙げられる。なお、下
記一般式（２）又は（３）においてＺで表される官能基（すなわち、下記一般式（６－１
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【００６５】
【化２】

（式中、Ｘは下記一般式（４－１）～（４－８）のいずれかを表し、Ｙは下記一般式（５
－１）～（５－１５）のいずれかを表し、Ｚは下記一般式（６－１）～（６－６）のいず
れかを含む側鎖官能基を表す。ｍは括弧内の繰り返し構造の数を表し、正の整数である。
）
【００６６】

【化３】

（式中、Ｘは下記一般式（４－１）～（４－８）のいずれかを表し、Ｙは下記一般式（５
－１）～（５－１５）のいずれかを表し、Ｚは下記一般式（６－１）～（６－６）のいず
れかを含む側鎖官能基を表す。ｍは括弧内の繰り返し構造の数を表し、正の整数である。
）
【００６７】

【化４】

【００６８】
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【００６９】
【化６】

【００７０】
実施形態１において用いられる光配向膜材料は、光反応性官能基を有する側鎖と、光反応
性官能基を有さない側鎖とを有するコポリマー（共重合体）であってもよい。そのような
コポリマーとしては、下記一般式（７）又は（８）で示される化合物が挙げられる。
【００７１】
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（式中、Ｘは上記一般式（４－１）～（４－８）のいずれかを表し、Ｙは上記一般式（５
－１）～（５－１５）のいずれかを表し、Ｚは上記一般式（６－１）～（６－６）のいず
れかを含む側鎖官能基を表し、Ｗは下記一般式（９－１）～（９－６）のいずれかを表す
。ｍはコポリマー中のモノマーユニットの組成分率を表し、０から１までの間のいずれか
の値であり、ｎは正の整数である。下記一般式（９－１）～（９－６）においてＤ及びＥ
は、同一又は異なるＯ、ＣＯ、ＣＯＯ、ＯＣＯ、ＮＨＣＯ、ＣＯＮＨ、Ｓ、互いに直接結
合した２つのフェニレン基、メチレン基、炭素数２～６のアルキレン基、並びに、フェニ
レン基からなる一群から選択される２価の基を表す。）
【００７２】
【化８】

（式中、Ｘは上記一般式（４－１）～（４－８）のいずれかを表し、Ｙ１は上記一般式（
５－１）～（５－１５）のいずれかを表し、Ｙ２は炭素数が４～４０の脂環式骨格を有す
る２価の有機基を表し、Ｚは上記一般式（６－１）～（６－６）のいずれかを含む側鎖官
能基を表し、ＱはＯ、ＣＯ、ＣＯＯ、ＯＣＯ、ＮＨＣＯ、ＣＯＮＨ、Ｓ、又は、フェニレ
ン基とＹ２とが直接結合していることを表す。ｍはコポリマー中のモノマーユニットの組
成分率を表し、０から１までの間のいずれかの値であり、ｎは正の整数である。なお、Ｖ
の部分に相当する例としては、下記一般式（１０－１）～（１０－８）が挙げられる。下
記一般式（１０－１）～（１０－８）においてＡは、フェニレン基、又は、Ａを挟む両側
の基が互いに直接結合していることを示し、Ｂ及びＣは、同一若しくは異なるＯ、ＣＯ、
ＣＯＯ、ＯＣＯ、ＮＨＣＯ、ＣＯＮＨ、Ｓ、又は、フェニレン基を表す。
【００７３】
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【化９】

【００７４】
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【００７５】
次に、支持基板面に対し斜め方向から、例えば、紫外線、好ましくは偏光紫外線を一定量
照射することにより、光配向膜は形成される。光配向膜によって液晶分子に付与されるプ
レチルト角の大きさは、光の照射時間、光の照射強度、光官能基の種類等により調節する
ことができる。
【００７６】
また、このとき、配向処理方向を一対の基板で互いに直交するよう異ならせ、かつ、一つ
の画素が４つのドメイン（Domain）に分割されるタイプ４Ｄ－ＲＴＮ（Reverse Twisted 
Nematic）モードの構成によれば、視野角が大きく改善される。４Ｄ－ＲＴＮにおいては
、高精度なプレチルト制御が求められるが、実施形態１の液晶表示装置によれば、配向膜
上に形成されたＰＳＡ層の影響により、安定性に優れたプレチルトを得ることができるた
め、４Ｄ－ＲＴＮを用いたとしても充分な配向安定性を得ることができる。
【００７７】
実施形態１に係る液晶表示装置においては、アレイ基板１０、液晶層３０及びカラーフィ
ルタ基板２０が、液晶表示装置の背面側から観察面側に向かってこの順に積層されている
。アレイ基板１０が有する支持基板１１の背面側には、偏光板が備え付けられている。ま
た、カラーフィルタ基板２０が有する支持基板２１の観察面側にも、偏光板が備え付けら
れている。これらの偏光板に対しては、更に位相差板が配置されていてもよく、上記偏光
板は、円偏光板であってもよい。
【００７８】
実施形態１に係る液晶表示装置は、透過型、反射型及び反射透過両用型のいずれであって
もよい。透過型又は反射透過両用型であれば、実施形態１の液晶表示装置は、更に、バッ
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クライトを備えている。バックライトは、アレイ基板１０の更に背面側に配置され、アレ
イ基板１０、液晶層３０及びカラーフィルタ基板２０の順に光が透過するように配置され
る。反射型又は反射透過両用型であれば、アレイ基板１０は、外光を反射するための反射
板を備える。また、少なくとも反射光を表示として用いる領域においては、カラーフィル
タ基板２０の偏光板は、いわゆるλ／４位相差板を備える円偏光板である必要がある。
【００７９】
実施形態１に係る液晶表示装置は、カラーフィルタをアレイ基板１０に備えるカラーフィ
ルタオンアレイ（Color Filter On Array）の形態であってもよい。また、実施形態１に
係る液晶表示装置はモノクロディスプレイであってもよく、その場合、カラーフィルタは
配置される必要はない。
【００８０】
液晶層３０には、一定電圧が印加されることで特定の方向に配向する特性をもつ液晶材料
が充填されている。液晶層３０内の液晶分子は、閾値以上の電圧の印加によってその配向
性が制御されるものであり、制御モードは、ＴＮモード、ＶＡモード、ＩＰＳモード等、
特に限定されない。また、一対の基板の一方又は両方が、誘電体からなる突起物、及び／
又は、電極内に設けられたスリット等を備えるＭＶＡモードであってもよく、これにより
、広視野角が実現される。
【００８１】
実施形態１に係る液晶表示装置は、液晶表示装置（例えば、液晶ＴＶ（テレビジョン）、
ＤＩＤ（デジタルインフォメーションディスプレイ））を分解し、核磁気共鳴分析法（Ｎ
ＭＲ：Nuclear Magnetic Resonance）、フーリエ変換赤外分光法（ＦＴ－ＩＲ：Fourier 
Transform Infrared Spectroscopy）、質量分析法（ＭＳ：Mass Spectrometry）等を用い
た化学分析を行うことにより、配向膜の成分の解析、ＰＳＡ層中に存在するＰＳＡ層形成
用モノマー（重合性モノマー）の成分の解析、液晶層中に含まれるＰＳＡ膜形成用モノマ
ー（重合性モノマー）の混入量、ＰＳＡ層中のＰＳＡ層形成用モノマー（重合性モノマー
）の存在比等を確認することができる。
【００８２】
実施例１
以下に、実施形態１に係る液晶表示装置が備える液晶セルを実際に作製した実施例１を示
す。まず、一対の支持基板を用意し、垂直配向膜用の材料であって側鎖に光反応性官能基
を有するポリアミック酸又はポリイミド系溶液を一対の支持基板の表面にそれぞれ塗布し
、８０℃の条件下でプリベークを行い、続いて２００℃の条件下で６０分間ポストベーク
を行った。
【００８３】
次に、支持基板面に対して４５°斜めの方向から、３００ｎｍ付近に波長をもつ紫外偏光
の照射を、１００ｍＪ／ｃｍ２の照射量で行うことにより、光配向処理を行った。
【００８４】
次に、一方の支持基板にシールを塗布し、もう一方の支持基板にビーズを散布し、一対の
支持基板を互いに貼り合わせ、更に、一対の支持基板間に負の誘電率異方性を有する液晶
材料を含む液晶層形成用組成物を注入した。本実施例で用いる液晶層形成用組成物には、
下記一般式（１１）で表される重合性モノマーＭＴ（プレチルト焼き付き改善用モノマー
）、及び、下記一般式（１２）で表されるＭＤ（ＤＣ焼き付き改善用モノマー）を含む重
合体層形成用組成物を用いて、重合性モノマーＭＴとＭＤとで重量比を異ならせたサンプ
ルを複数用意した。重量比の異なる本実施例の各サンプルとしては、重合性モノマーＭＴ

の重量比と重合性モノマーＭＤとの重量比（ＭＴ：ＭＤ）が、９：１であるもの（サンプ
ルＢ１）、３：１であるもの（サンプルＣ１）、１：１であるもの（サンプルＤ１）、１
：３であるもの（サンプルＥ１）を用意した。また、本実施例のサンプルと対比するため
のリファレンスセルとして、重合性モノマーＭＴのみ（ＭＴ：ＭＤ＝１０：０）を用いた
もの（サンプルＡ１）、及び、重合性モノマーＭＤのみ（ＭＴ：ＭＤ＝０：１０）を用い
たもの（サンプルＦ１）をそれぞれ用意した。
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【００８５】
【化１１】

【００８６】

【化１２】

【００８７】
次に、液晶層形成用組成物が間に注入された一対の支持基板のそれぞれに対し、１３０℃
で加熱急冷を行い、更に、液晶層に対し電圧無印加の状態で、ブラックライト（３００～
３５０ｎｍにピーク波長がある紫外線）を６０分間照射し、重合反応を行うことで、ＰＳ
Ａ層が垂直配向膜上に形成された液晶セルをそれぞれ完成させた。
【００８８】
続いて、完成した各液晶セルに対して、それぞれ電圧保持率（ＶＨＲ：Voltage Holding 
Ratio）、プレチルト角変化量、及び、残留ＤＣ電圧を測定した。
【００８９】
ＶＨＲについては、初期電圧保持率と、通電後１０００時間が経過してからとの計２回測
定した。プレチルト角変化量については、ＡＣ電圧を１００時間印加した後のプレチルト
角の大きさから、ＡＣ電圧印加前のプレチルト角の大きさを差し引くことで算出した。残
留ＤＣ電圧は、ＤＣオフセット電圧を１Ｖ、４０℃とし、フリッカ消去法により測定を行
った。以下に結果を列挙する。
【００９０】
表１は、上記各サンプルを用いた、通電前のＶＨＲ（％）の測定結果を示す表である。な
お、ＭＴ及びＭＤの値は、それぞれの重量比の値である。
【００９１】

【表１】

【００９２】
表１に示すように、全てのサンプルにおいて初期ＶＨＲは９９％以上の値が得られ、フリ
ッカ等による表示の悪影響はないことがわかった。また、通電後１０００時間が経過して
も、ＶＨＲは全てのサンプルにおいて９９％以上の値が得られたため、信頼性に問題がな
いことがわかった。
【００９３】
図３は、重合性モノマーＭＤの濃度（ｗｔ％）に対するプレチルト角の変化（Δｔｉｌｔ
（°））の度合いを示す。なお、重合性モノマーＭＴの濃度（ｗｔ％）は、重合性モノマ
ーＭＤの濃度（ｗｔ％）から算出される。図２に示すように、プレチルト角の変化量（°
）は、重合性モノマーＭＤの濃度が大きくなればなるほど大きくなる。
【００９４】
図４は、重合性モノマーＭＤの濃度（ｗｔ％）に対する残留ＤＣ電圧（ｒＤＣ（Ｖ））の
大きさを示す。なお、重合性モノマーＭＴの濃度（ｗｔ％）は、重合性モノマーＭＤの濃
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度（ｗｔ％）から算出される。図４に示すように、残留ＤＣ電圧（Ｖ）は、重合性モノマ
ーＭＤの濃度が０～１０ｗｔ％の範囲では、０ｗｔ％のときに最も大きく、濃度が大きく
なればなるほど減少する傾向にあるが、重合性モノマーＭＤの濃度が１０ｗｔ％以上の範
囲では、大きな変化は見られなかった。
【００９５】
図３及び図４の結果を考慮すると、サンプルＢ１、サンプルＣ１、サンプルＤ１及びサン
プルＥ１において、プレチルト角の変化とＤＣ電圧の残留との両方が抑制された良好な結
果が得られ、好ましくはサンプルＤ１、より好ましくはサンプルＣ１、そして最も好まし
くはサンプルＢ１であるという結果が得られた。
【００９６】
以上をまとめると、重合性モノマーとして上記２種類のみの重合性モノマーが用いられる
場合、２種類の重合性モノマーのうち重合性モノマーＭＴは、２種類の重合性モノマー全
体の重量に対して２５ｗｔ％以上であることが好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して５０ｗｔ％以上であることがより好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して７５ｗｔ％以上であることが更に好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して９０ｗｔ％以上であることがより更に好ましいことがわかった。
【００９７】
また、図４において、重合性モノマーＭＤの濃度が０～１０ｗｔ％の範囲では、残留ＤＣ
電圧の変化は急峻であり、重合性モノマーＭＤの濃度が５ｗｔ％（すなわち、重合性モノ
マーＭＴの濃度が９５ｗｔ％のとき）であればある程度の残留ＤＣ電圧の低減効果を得る
ことができ、重合性モノマーＭＤの濃度が１０ｗｔ％（すなわち、重合性モノマーＭＴの
濃度が９０ｗｔ％のとき）と同程度の焼き付き防止の効果を得ることができることが分か
った。また、このことから、２種類の重合性モノマーのうち重合性モノマーＭＴは、９５
ｗｔ％以下であるときに好ましい結果が得られることが分かった。
【００９８】
実施例２
以下に、実施形態１に係る液晶表示装置が備える液晶セルを実際に作製した実施例２を示
す。実施例２においては、重合性モノマーＭＴ（プレチルト焼き付き改善用モノマー）、
及び、重合性モノマーＭＤ（ＤＣ焼き付き改善用モノマー）の材料が異なること以外は実
施例１と同様の方法を用いて各サンプルの作製を行った。実施例２において重合性モノマ
ーＭＴは、下記一般式（１３）で表される化合物であり、重合性モノマーＭＤは、下記一
般式（１４）で表される化合物である。
【００９９】
【化１３】

【０１００】
【化１４】

【０１０１】
実施例２の各サンプルとしては、重合性モノマーＭＴの重量比と重合性モノマーＭＤとの
重量比（ＭＴ：ＭＤ）が、９：１であるもの（サンプルＢ２）、３：１であるもの（サン
プルＣ２）、１：１であるもの（サンプルＤ２）、１：３であるもの（サンプルＥ２）を



(24) JP WO2010/116551 A1 2010.10.14

10

20

30

40

50

用意した。また、本実施例のサンプルと対比するためのリファレンスセルとして、重合性
モノマーＭＴのみ（ＭＴ：ＭＤ＝１０：０）を用いたもの（サンプルＡ２）、及び、重合
性モノマーＭＤのみ（ＭＴ：ＭＤ＝０：１０）を用いたもの（サンプルＦ２）をそれぞれ
用意した。
【０１０２】
表２に、上記各サンプルを用いた、（１）通電前のＶＨＲ（％）の測定結果、（２）重合
性モノマーＭＤの濃度（ｗｔ％）に対するプレチルト角の変化（Δｔｉｌｔ（°））の度
合い、（３）重合性モノマーＭＤの濃度（ｗｔ％）に対する残留ＤＣ電圧（ｒＤＣ（Ｖ）
）の大きさを示す。なお、ＭＴ及びＭＤの値は、それぞれの重量比の値である。
【０１０３】
【表２】

【０１０４】
表２に示すように、全てのサンプルにおいて初期ＶＨＲは９９％以上の値が得られ、フリ
ッカ等による表示の悪影響はないことがわかった。また、通電後１０００時間が経過して
も、ＶＨＲは全てのサンプルにおいて９９％以上の値が得られたため、信頼性に問題がな
いことがわかった。
【０１０５】
また、表２に示すように、プレチルト角の変化量（°）は、重合性モノマーＭＤの濃度が
大きくなればなるほど大きくなることがわかった。
【０１０６】
更に、表２に示すように、残留ＤＣ電圧（Ｖ）は、重合性モノマーＭＤの濃度が０～１０
ｗｔ％の範囲では、０ｗｔ％のときに最も大きく、濃度が大きくなればなるほど減少する
傾向にあるが、重合性モノマーＭＤの濃度が１０ｗｔ％以上のときには、大きな変化は見
られなかった。
【０１０７】
表２の結果を考慮すると、サンプルＢ２、サンプルＣ２、サンプルＤ２及びサンプルＥ２
において、プレチルト角の変化とＤＣ電圧の残留との両方が抑制された良好な結果が得ら
れ、好ましくはサンプルＤ２、より好ましくはサンプルＣ２、そして最も好ましくはサン
プルＢ２であるという結果が得られた。
【０１０８】
以上をまとめると、重合性モノマーとして上記２種類のみの重合性モノマーが用いられる
場合、２種類の重合性モノマーのうち重合性モノマーＭＴは、２種類の重合性モノマー全
体の重量に対して２５ｗｔ％以上であることが好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して５０ｗｔ％以上であることがより好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して７５ｗｔ％以上であることが更に好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して９０ｗｔ％以上であることがより更に好ましいことがわかった。
【０１０９】
また、表２からわかるように、重合性モノマーＭＤの濃度が０～１０ｗｔ％の範囲では、
残留ＤＣ電圧の変化は急峻であり、重合性モノマーＭＤの濃度が５ｗｔ％（すなわち、重
合性モノマーＭＴの濃度が９５ｗｔ％のとき）であればある程度の残留ＤＣ電圧の低減効
果を得ることができ、重合性モノマーＭＤの濃度が１０ｗｔ％（すなわち、重合性モノマ
ーＭＴの濃度が９０ｗｔ％のとき）と同程度の焼き付き防止の効果を得ることができるこ
とが分かった。また、このことから、２種類の重合性モノマーのうち重合性モノマーＭＴ
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は、９５ｗｔ％以下であるときに好ましい結果が得られることが分かった。
【０１１０】
実施例３
以下に、実施形態１に係る液晶表示装置が備える液晶セルを実際に作製した実施例３を示
す。実施例３においては、重合性モノマーＭＴ（プレチルト焼き付き改善用モノマー）、
及び、重合性モノマーＭＤ（ＤＣ焼き付き改善用モノマー）の材料が異なること以外は実
施例１及び実施例２と同様の方法を用いて各サンプルの作製を行った。実施例３において
重合性モノマーＭＴは、下記一般式（１５）で表される化合物であり、重合性モノマーＭ

Ｄは、下記一般式（１６）で表される化合物である。
【０１１１】
【化１５】

【０１１２】
【化１６】

【０１１３】
実施例３の各サンプルとしては、重合性モノマーＭＴの重量比と重合性モノマーＭＤとの
重量比（ＭＴ：ＭＤ）が、９：１であるもの（サンプルＢ３）、３：１であるもの（サン
プルＣ３）、１：１であるもの（サンプルＤ３）、１：３であるもの（サンプルＥ３）を
用意した。また、本実施例のサンプルと対比するためのリファレンスセルとして、重合性
モノマーＭＴのみ（ＭＴ：ＭＤ＝１０：０）を用いたもの（サンプルＡ３）、及び、重合
性モノマーＭＤのみ（ＭＴ：ＭＤ＝０：１０）を用いたもの（サンプルＦ３）をそれぞれ
用意した。
【０１１４】
表３に、上記各サンプルを用いた、（１）通電前のＶＨＲ（％）の測定結果、（２）重合
性モノマーＭＤの濃度（ｗｔ％）に対するプレチルト角の変化（Δｔｉｌｔ（°））の度
合い、（３）重合性モノマーＭＤの濃度（ｗｔ％）に対する残留ＤＣ電圧（ｒＤＣ（Ｖ）
）の大きさを示す。なお、ＭＴ及びＭＤの値は、それぞれの重量比の値である。
【０１１５】
【表３】

【０１１６】
表３に示すように、全てのサンプルにおいて初期ＶＨＲは９９％以上の値が得られ、フリ
ッカ等による表示の悪影響はないことがわかった。また、通電後１０００時間が経過して
も、ＶＨＲは全てのサンプルにおいて９９％以上の値が得られたため、信頼性に問題がな
いことがわかった。
【０１１７】
また、表３に示すように、プレチルト角の変化量（°）は、重合性モノマーＭＤの濃度が
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【０１１８】
更に、表３に示すように、残留ＤＣ電圧（Ｖ）は、重合性モノマーＭＤの濃度が０～１０
ｗｔ％の範囲では、０ｗｔ％のときに最も大きく、濃度が大きくなればなるほど減少する
傾向にあるが、重合性モノマーＭＤの濃度が１０ｗｔ％以上のときには、大きな変化は見
られなかった。
【０１１９】
表３の結果を考慮すると、サンプルＢ３、サンプルＣ３、サンプルＤ３及びサンプルＥ３
において、プレチルト角の変化とＤＣ電圧の残留との両方が抑制された良好な結果が得ら
れ、好ましくはサンプルＤ３、より好ましくはサンプルＣ３、そして最も好ましくはサン
プルＢ３であるという結果が得られた。
【０１２０】
以上をまとめると、重合性モノマーとして上記２種類のみの重合性モノマーが用いられる
場合、２種類の重合性モノマーのうち重合性モノマーＭＴは、２種類の重合性モノマー全
体の重量に対して２５ｗｔ％以上であることが好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して５０ｗｔ％以上であることがより好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して７５ｗｔ％以上であることが更に好ましく、２種類の重合性モノマー全体の
重量に対して９０ｗｔ％以上であることがより更に好ましいことがわかった。
【０１２１】
また、表３からわかるように、重合性モノマーＭＤの濃度が０～１０ｗｔ％の範囲では、
残留ＤＣ電圧の変化は急峻であり、重合性モノマーＭＤの濃度が５ｗｔ％（すなわち、重
合性モノマーＭＴの濃度が９５ｗｔ％のとき）であればある程度の残留ＤＣ電圧の低減効
果を得ることができ、重合性モノマーＭＤの濃度が１０ｗｔ％（すなわち、重合性モノマ
ーＭＴの濃度が９０ｗｔ％のとき）と同程度の焼き付き防止の効果を得ることができるこ
とが分かった。また、このことから、２種類の重合性モノマーのうち重合性モノマーＭＴ

は、９５ｗｔ％以下であるときに好ましい結果が得られることが分かった。
【０１２２】
なお、本願は、２００９年３月３０日に出願された日本国特許出願２００９－０８３２０
１号を基礎として、パリ条約ないし移行する国における法規に基づく優先権を主張するも
のである。該出願の内容は、その全体が本願中に参照として組み込まれている。
【符号の説明】
【０１２３】
１０：アレイ基板
１１，２１：支持基板 
１２，２２：配向膜
１３，２３：ＰＳＡ層（重合体層）
２０：カラーフィルタ基板
３０：液晶層
３１：液晶分子
ＭＴ：重合性モノマー（プレチルト焼き付き改善用モノマー）
ＭＤ：重合性モノマー（ＤＣ焼き付き改善用モノマー）
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【国際調査報告】



(29) JP WO2010/116551 A1 2010.10.14

10

20

30

40



(30) JP WO2010/116551 A1 2010.10.14

10

20

30

40



(31) JP WO2010/116551 A1 2010.10.14

10

20

30

40



(32) JP WO2010/116551 A1 2010.10.14

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,
BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,I
S,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PE
,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  野間　健史
            日本国大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  仲西　洋平
            日本国大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
Ｆターム(参考) 2H090 HB08Y HB13Y HC08  HD14  KA05  KA07  MA01  MA02  MA15  MB12 
　　　　 　　        MB14 
　　　　 　　  4J100 AL66P AL66Q BB07Q BC44P BC44Q BC49Q CA04  DA66  JA39 

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 液晶显示装置，液晶显示装置的制造方法，聚合物层形成用组合物，

公开(公告)号 JPWO2010116551A1 公开(公告)日 2012-10-18

申请号 JP2011508181 申请日 2009-10-08

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 水崎真伸
片山崇
川平雄一
野間健史
仲西洋平

发明人 水▲崎▼ 真伸
片山 崇
川平 雄一
野間 健史
仲西 洋平

IPC分类号 G02F1/1337 C08F220/02

CPC分类号 C08F220/02 B32B27/281 B32B27/308 B32B27/34 B32B2307/308 B32B2307/412 B32B2307/75 
B32B2457/202 C08F220/30 C08F222/1006 G02F1/133723 G02F1/133788 G02F2001/133397 
G02F2001/133715 Y10T428/10 Y10T428/1005 Y10T428/1023

FI分类号 G02F1/1337.520 G02F1/1337.525 G02F1/1337.505 C08F220/02

F-TERM分类号 2H090/HB08Y 2H090/HB13Y 2H090/HC08 2H090/HD14 2H090/KA05 2H090/KA07 2H090/MA01 
2H090/MA02 2H090/MA15 2H090/MB12 2H090/MB14 4J100/AL66P 4J100/AL66Q 4J100/BB07Q 
4J100/BC44P 4J100/BC44Q 4J100/BC49Q 4J100/CA04 4J100/DA66 4J100/JA39

优先权 2009083201 2009-03-30 JP

其他公开文献 JP5237439B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明提供一种能够减少图像残留的可能性的液晶显示装置。 液晶显示
装置包括一对基板和在这些基板之间的液晶层。 基板中的至少一个包括
取向膜和在取向膜上的聚合物层。 聚合物层包括衍生自至少两种可聚合
单体的单体单元。 至少两种可聚合单体包括选自以下的至少两种单体：
特定的多官能单体和特定的单官能单体。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e64e7654-ed71-49bf-9d99-d4ee5e418700
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/042935854/publication/JPWO2010116551A1?q=JPWO2010116551A1

